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兼 第44回さくらんぼの都市さがえ全国小・中学生俳句大会

表彰式・記念講演

《講師/中央選者》井上 弘美 氏

《お問合せ》  寒河江市立図書館　寒河江市中央1-7-14　TEL : 0237-86-1662　FAX : 0237-86-1663

1953年京都府生まれ。84年関戸靖子に師事。88年「泉」入会、綾部仁喜に師事。
2004年早稲田大学大学院修士課程において近世俳文学を研究。12年「汀」創立主
宰。現在「汀」主宰、「泉」同人。俳人協会評議員・日本文藝家協会会員・俳文学会会
員。早稲田大学エクステンションセンター講師。朝日新聞京都俳壇選者。NHK俳句選
者(2019・2022年)。著書に『俳句上達9つのコツ』(NHK出版)、『顔見世 俳句日記』
(ふらんす堂)、『季語になった京都千年の歳事』(角川書店)、『読む力』(第35回俳人協
会評論賞 角川書店)、『俳句劇的添削術』(角川新書)等多数。句集に『あおぞら』(第
26回俳人協会新人賞 富士見書房)、『夜須礼(やすらい)』(第10回星野立子賞・第14
回小野市詩歌文学賞 角川書店)他。第52回に続き２度目の講師・中央選者。 6月30日（日）

午後1時30分～3時30分

文化センター 2階ホール
（寒河江市中央公民館　寒河江市西根字石川西333　TEL : 0237-86-5111）

受付期間　3月22日㈮～5月17日㈮
主催/さくらんぼの都市さがえ全国俳句大会実行委員会　共催/寒河江市立図書館　後援/寒河江市 ・ 寒河江市教育委員会 ・ 寒河江四季のまつり実行委員会

令
和
六
年
度  

第
五
十
三
回

さ
く
ら
ん
ぼ
の

      
都
市
さ
が
え

ま　

ち

※郵送は消印有効

■季題は「さくらんぼ」または自由です。　■作品は未発表のもので、２句以内。投句料は無料です。
■募集要項、投句用紙はチラシ裏面にあります。
■寒河江市のホームページからもダウンロードできます(「寒河江市立図書館」で検索)。
■小中学生俳句大会の募集要項、投句用紙もHPに掲載しています。
■規定の投句用紙以外での応募は無効となります。

読む力を詠む力へ
～秀句の鑑賞と実作へのヒント～

投
句

入場無料入場無料



第
五
十
三
回
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
　
募
集
要
項（
一
般
・
高
校
の
部
）

一
　
目
　
　
的　

山
形
県
寒
河
江
市
は
日
本
一
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
で
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
よ
り
俳
句
の
盛
ん
な
都
市
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
「
座
の
文
学
」
と
し
て
多
く
の
人
に
俳
句
に
親
し
み
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
全
国
に
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

二
　
主
　
　
催　

さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

三
　
共
催
・
後
援
　
共
催
／
寒
河
江
市
立
図
書
館　

後
援
／
寒
河
江
市
・
寒
河
江
市
教
育
委
員
会
・
寒
河
江
四
季
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会

四
　
投
　
　
句　

〇
内
容
は「
さ
く
ら
ん
ぼ
」に
限
ら
ず
、
自
由
に
詠
ん
で
く
だ
さ
い（
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　

〇
投
句
料
は
無
料
で
す
が
、
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
一
人
二
句
以
内
と
し
ま
す（
原
稿
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
）。

　
　
　
　
　
　
　

※

小
・
中
学
生
の
投
句
は
、「
第
四
十
四
回
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
小
・
中
学
生
俳
句
大
会
募
集
要
項
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
覧
く
だ
さ
い（
一
般
・
高
校
の
部
と
共
に
寒
河
江
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

五
　
投
句
方
法　

①
寒
河
江
市
内
の
各
投
句
箱
へ（
市
内
五
か
所
に
設
置
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
【
投
句
箱
及
び
投
句
用
紙
設
置
場
所
】
〇
市
立
図
書
館　

〇
文
化
セ
ン
タ
ー　

〇
慈
恩
寺
テ
ラ
ス　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
〇
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館（
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
）　

〇
フ
ロ
ー
ラ 

・ 

S
A
G
A
E　

　
　
　
　
　
　
　

②
事
務
局
へ　

郵
送
ま
た
は
F
A
X
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
９
９
１-

０
０
２
１　

山
形
県
寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
七-

十
四　

寒
河
江
市
立
図
書
館
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
」
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

T
E
L 

０
２
３
７-

８
６-

１
６
６
２　
　

F
A
X 
０
２
３
７-

８
６-

１
６
６
３

　

※

高
校
が
団
体
で
申
し
込
む
場
合
は
「
投
句
数
一
覧
表
」
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

投
句
に
は
左
記
の
本
大
会
用
の
投
句
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
。そ
れ
以
外
の
用
紙(

ハ
ガ
キ
や
便
せ
ん
等)

で
の
応
募
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

六
　
締
　
　
切　

令
和
六
年
五
月
十
七
日
（
金
）
　※

郵
送
の
場
合
消
印
有
効

七
　
選
　
　
者   

〇
一
般
の
部
【
中
央
選
者（
井
上
弘
美
氏
）・
一
般
選
者（
松
田
弘
三
氏
・
加
藤　

仁
氏
・
武
田
菜
美
氏
）】

　
　
　
　
　
　
　

〇
高
校
生
の
部
【
武
田
菜
美
氏
】

　
　
　
　
　
　
　

〇
一
般
の
部
／
①
寒
河
江
市
長
賞（
特
選 

・ 

秀
逸
）　

②
四
季
の
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞（
特
選 

・ 

秀
逸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
井
上
弘
美
賞（
特
選 

・ 

秀
逸
）　※

①
②
の
特
選
句
に
は
、さ
く
ら
ん
ぼ
を
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
一
般
選
者
賞（
特
選 

・ 

秀
逸 

・ 

佳
作 

・ 

入
選
）

　
　
　
　
　
　
　

〇
高
校
生
の
部　
　

特
選
・
秀
逸
・
佳
作
・
入
選

　
　
　
　
　
　
　

〇
発
表
は
六
月
三
十
日
（
日
）
の
表
彰
式
・
記
念
講
演
会（
寒
河
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
七
月
ニ
日（
火
）
か
ら
寒
河
江
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
表
彰
式
・
記
念
講
演
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

八
　
賞

九
　
入
選
発
表

ま　

ち

ま　

ち

キ　
　
　
　
　
　
　
　

リ　
　
　
　
　
　
　
　

ト　
　
　
　
　
　
　
　

リ

キ　
　
　
　
　
　
　
　

リ　
　
　
　
　
　
　
　

ト　
　
　
　
　
　
　
　

リ

投句２ 投句１

住　所

電　話

氏　名

該当する
欄に〇印

第
五
十
三
回 

さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

←
主
催
者
使
用
欄

（
一
般
・
高
校
生
用
）

〒

ふりがな

【一般の方】
10代・20代・30代・40代・50代・60代・70代以上

【高校生】
学校名【　　　　　　　　　　　　高等学校 】
学　年【　　　　　年】


